
鶴
岡
市
議
会
４
月
臨
時

会
が

日
開
か
れ
、
３
議

22

案
が
原
案
通
り
可
決
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、

①
市
税
条
例
の
一
部
改
正

の
専
決
処
分
の
承
認

・
軽
自
動
車
税
環
境
性
能

割
を
廃
止
し
、
現
行
の
軽

自
動
車
税
種
別
割
の
名
称

を
軽
自
動
車
税
に
改
め
る

も
の

・
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー

ン
化
特
例
に
つ
い
て
、
適

用
期
限
を
２
年
延
長
し
、

令
和

年
３
月

日
ま
で

10

31

と
す
る
も
の

②
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

国
の
地
方
税
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、

・
課
税
限
度
額
の
改
正

基
礎
課
税
額
を
現
行
66

万
円
→
改
正
後

万
円

67

（
＋
１
万
円
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
分
の
新
設
３
万
円

・
軽
減
措
置
に
係
る
所
得

基
準
額
の
改
正

５
割
軽
減
を
現
行

万
30

５
０
０
０
円
→
改
正
後
31

万
円２

割
軽
減
を
現
行

万
56

円
→
改
正
後

万
円
。

57

国
保
税
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
、
加
藤
鉱
一

議
員
が
反
対
討
論
で
、

「
軽
減
措
置
の
基
準
改
正

は
、物
価
高
騰
を
踏
ま
え
、

必
要
な
措
置
だ
が
、
課
税

限
度
額
の
改
正
は
同
意
で

き
な
い
。

総
額
で
４
万
円
増
の
１

１
３
万
円
に
も
な
る
。

本
来
、課
税
限
度
額
は
、

一
時
的
に
所
得
が
増
え
た

と
き
に
、
国
保
税
が
跳
ね

上
が
る
の
を
防
ぐ
た
め

に
、
天
井
と
し
て
設
け
ら

れ
た
も
の
。

昨
年
の
一
時
的
な
米
価

高
騰
で
、
課
税
限
度
額
に

到
達
す
る
農
家
が
多
く
出

る
。国

保
は
、
無
職
者
が
76

・
２
％
と
最
多
で
、
所
得

に
対
す
る
保
険
料
負
担
率

が
９
・
５
％
と
異
常
に
高

い
。維

新
所
属
議
員
に
よ
る

「
国
保
逃
れ
」
問
題
は
、

脱
税
に
等
し
い
が
、
維
新

も
「
国
保
料
が
高
い
」
と

痛
感
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

国
保
世
帯
の
負
担
軽
減

こ
そ
必
要
だ
」
と
述
べ
ま

し
た
。

採
決
で
は
、
課
税
限
度

額
引
き
上
げ
に
反
対
は
、

共
産
党
市
議
団
４
人
と
草

島
進
一
議
員
の
み
で
し

た
。

NO.２４８９
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新つるおかHP

鶴
岡
市
戦
没
者
追
悼
式

が

日
、
荘
内
神
社
参
集

24
殿
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
の

阿
部
真
一
会
長
が
式
辞
を

述
べ
、
佐
藤
聡
市
長
と
市

遺
族
連
合
会
の
石
井
善
兵

衛
会
長
が
追
悼
の
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
、
温
海
中
３
年
の
三
浦

羽
希
さ
ん
が
、

う

き

「
命
と
平
和
を
守
る
た
め

に
は
二
度
と
戦
争
を
繰
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
。

戦
争
が
ど
れ
だ
け
悲
惨

な
も
の
で
人
が
悲
し
ん
だ

か
を
語
り
継
ぎ
、
国
際
協

力
を
強
め
た
り
、
国
民
の

平
和
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
で
は
な

い
か
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。追

悼
式
に
、
鶴
岡
中
央

高
と
鶴
岡
東
高
の
生
徒
が

運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
現
場
の
訴
え

平
和
へ
の
願
い
新
た
に

▽
４
月

日
、

16

県
民
医
連
の
県

要
望
に
同
席
し

ま
し
た
。

県
連
か
ら
、

低
い
診
療
報
酬

・
介
護
報
酬
と

コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
病
院
・
診

療
所
の
倒
産
や
廃
業
が
過
去
最
高
。
今

年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
長
年
の
抑

制
と
物
価
高
騰
に
追
い
つ
か
な
い
。
加

え
て
米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ

ン
攻
撃
が
医
療
資
材
の
供
給
不
足
や
価

格
高
騰
を
招
い
て
い
る
。
山
形
県
の
医

療
機
関
支
援
額
は
東
北
で
も
全
国
で
も

低
い
。
若
年
層
を
始
め
働
き
手
不
足
も

深
刻
。
等
々
実
情
を
訴
え
、
国
へ
の
働

き
か
け
と
県
独
自
の
財
政
支
援
を
強
く

要
望
し
ま
し
た
。

健
康
福
祉
部
長
は
、
厳
し
い
状
況
は

認
識
し
、
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、
政

府
へ
働
き
か
け
て
い
く
、
と
答
え
。

私
は
、
県
内
医
療
機
関
で
は
厳
し
い

状
況
か
ら
各
地
で
ス
ト
ラ
イ
キ
も
お
こ

な
わ
れ
た
。
財
政
支
援
を
真
剣
に
検
討

し
て
貰
い
た
い
と
求
め
ま
し
た
。

▽

日
、
鶴
岡
市
戦
没
者
追
悼
式
に
参

24
列
。
高
齢
と
な
っ
て
今
尚
癒
え
な
い
、

ご
遺
族
の
深
い
悲
し
み
に
粛
然
。
中
学

３
年
生
の
「
平
和
へ
の
願
い
」
に
は
希

望
を
感
じ
ま
し
た
。
閉
式
後
、
呼
び
か

け
に
応
じ
て
折
り
鶴
を
折
り
ま
し
た
。

沖
縄
の
県
人
慰
霊
塔
に
奉
納
さ
れ
る
と

の
事
。
願
い

の
こ
も
っ
た

多
く
の
折
り

鶴
が
寄
せ
ら

れ
る
事
を
期

待
し
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）



佐
藤
聡
市
長
が
１
月
13

日
に
設
置
し
た
、
５
人
に

よ
る
政
策
顧
問
の
第
２
回

の
意
見
交
換
会
が
４
月
21

日

時
か
ら
、
市
役
所
３

14
階
庁
議
室
で
、
非
公
開
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

政
策
顧
問
へ
の
助
言
依

頼
の
テ
ー
マ
と
主
な
内
容

は
次
の
通
り
で
す
。

１
．
酒
井
達
朗
氏
（
国
土

交
通
省
国
土
政
策
局
地
方

政
策
課
）

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
と
交
通
体
系
の
方
向
性

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と

な
っ
た
持
続
可
能
な
地
域

交
通
、
観
光
二
次
交
通
の

あ
り
方

２
．
神
尾
文
彦
氏
（
㈱
野

村
総
合
研
究
所

未
来
創

発
セ
ン
タ
ー
理
事
）

人
口
減
少
社
会
へ
の
対

応
に
向
け
た
経
済
・
産
業

・
人
材
確
保
戦
略

人
材
育
成
・
確
保
を
一

体
的
に
進
め
、
地
域
産
業

を
支
え
る
人
材
基
盤
の
構

築３
．
小
宮
山
利
恵
子
氏
（
㈱

リ
ク
ル
ー
ト

ス
タ
デ
ィ

サ
プ
リ
Ａ
Ｉ
教
育
研
究
所

長
）子

ど
も
た
ち
の
学
び
の

充
実
と
こ
れ
か
ら
の
学
校

づ
く
り

子
ど
も
の
学
び
の
充
実

と
地
域
と
連
携
し
た
教
育

環
境
の
あ
り
方

４
．
玉
村
雅
敏
氏
（
慶
應

義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部

教
授
）

持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
に
向
け
た
ト
ー
タ
ル
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ

ム
の
推
進

総
合
計
画
・
予
算
・
組

織
を
連
動
さ
せ
た
効
率
的

な
行
政
運
営
の
仕
組
み
づ

く
り

５
．
樋
渡
啓
祐
氏
（
元
佐

賀
県
武
雄
市
長
）

自
治
体
職
員
の
確
保
・

定
着
に
向
け
た
組
織
・
職

場
環
境
の
あ
り
方

職
員
に
選
ば
れ
、
働
き

続
け
ら
れ
る
自
治
体
組
織

づ
く
り

当
日
の
出
席
者
は
、
小

宮
山
氏
、
酒
井
氏
、
樋
渡

氏
の
３
人
で
、
鶴
岡
市
側

は
市
長
と
副
市
長
、
関
係

部
長
等
が
意
見
交
換
し
た

と
の
こ
と
で
す
。

皆
川
治
前
市
長
の
「
市

民
と
の
対
話
」
か
ら
、
佐

藤
聡
市
長
の
「
外
部
人
材

の
発
想
」
へ
、
市
民
主
体

か
ら
の
変
質
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

教育委員会管理課入札結果（ ）内は予定価格
4月23日入札分

・市立朝暘第一小学校ほか９校高効率照明器具改修工事設計業務（文園
町2番1号ほか）（入札13業者うち2業者辞退、2業者失格）
HARADA／ARCHITECTUREGROUP(株) 13,000,000円
（15,350,000円、最低制限価格10,844,000円）期間～12/4（落札率84.69
％）
・市立櫛引南小学校火災受信機更新工事(繰越明許)（東荒屋字竹の内212
番地）（入札7業者うち1業者辞退）
山形ニッタン(株)庄内支社 4,240,000円（4,340,000円）工期～10/30（落
札率97.70％）
・市立櫛引西小学校火災受信機更新工事(繰越明許)（上山添字文栄1番地
（入札7業者うち1業者辞退）
荘内防災工業(株)鶴岡営業所 5,290,000円（5,390,000円）工期～10/30
（落札率98.14％）
・市立鼠ヶ関小学校ほか１校屋内運動場高効率照明器具改修工事(繰越明
許)（鼠ヶ関字横路497番地2／温海字荻田240番地1）（入札14業者）
エヌエス電工(株) 21,700,000円（22,580,000円）工期～10/30（落札率96.10％）
・市立あさひ小学校ほか１校屋内運動場高効率照明器具改修工事(繰越明
許)（下名川字落合2番地／黒川字小在家90番地）（入札14業者うち1業者欠席）
アベ電工(株) 13,380,000円（14,000,000円）工期～10/30（落札率95.57％）
・市立豊浦中学校公共下水道設備切替工事（三瀬字横町33番地2）（入札7
業者うち1業者辞退）
(有)トータル設備 6,100,000円（6,350,000円）工期～10/30（落札率96.06％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
4月23日入札分

・広瀬地区地域活動センター第三研修室・図書室エアコン更新工事（羽
黒町後田字下田元237）（入札7業者）
(有)冷熱設備今野 3,170,000円
（4,600,000円、最低制限価格3,025,800円）工期～6/19（落札率68.91％）

戦
争
反
対
・
九
条
守
れ
！

５
・
３
憲
法
記
念
日
街
宣

行
動

５
月
３
日
（
日
）

時
～

時

分

13

13

30

鶴
岡
市
美
咲
町

パ
ル
前

交
差
点

参
加

プ
ラ
カ
ー
ド
等
を

持
参
く
だ
さ
い

日
本
共
産
党
市
議
団
の

憲
法
街
宣

５
月
３
日
（
日
）

９
：

Ａ
コ
ー
プ
藤
島

30
：

こ
ぴ
あ

10

00
：

パ
ル
前

10

30
：

コ
ー
プ
あ
お
や
ぎ

11

10

前
：

コ
ー
プ
千
石
前

11

30

県
は
、
ク
マ
の
目
撃
情

報
が
相
次
い
で
い
る
こ
と

か
ら

日
、
ク
マ
出
没
注

27

意
報
を
発
令
し
ま
し
た
。

鶴
岡
市
で
は
、
４
月
27

日
現
在
８
件
で
、
温
海
、

由
良
、
加
茂
、
西
郷
、
羽

黒
の
各
地
域
で
目
撃
さ
れ

て
い
ま
す
。

目
撃
情
報
を
周
知
し
、

早
朝
や
夜
間
の
外
出
へ
の

注
意
喚
起
、
畑
の
取
り
残

し
野
菜
や
、
家
庭
で
の
生

ゴ
ミ
処
理
な
ど
の
配
慮
も

必
要
で
す
。

市
で
は
、
住
宅
地
等
へ

の
ク
マ
な
ど
野
生
鳥
獣
の

出
没
抑
制
を
図
る
た
め
、

不
要
果
樹
の
伐
採
や
、
伐

採
樹
木
処
分
に
係
る
経
費

の
「
不
要
果
樹
伐
採
支
援
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
、
自
治
会
又

は
個
人
。

補
助
要
件
は
、

①
伐
採
す
る
果
樹
は
、

最
寄
り
の
住
家
か
ら
水
平

距
離
が
２
０
０
㍍
以
内
の

範
囲
に
あ
る
柿
又
は
栗

で
、
耕
作
放
棄
地
の
も
の

で
な
い
こ
と
（
柿
、
栗
以

外
の
樹
種
は
、
要
相
談
）。

②
令
和
９
年
１
月

日
31

ま
で
に
、
伐
採
が
完
了
す

る
こ
と
。

③
国
、
県
等
の
類
似
の

補
助
金
制
度
等
に
よ
る
支

援
を
受
け
な
い
も
の
で
あ

る
こ
と
。

対
象
経
費
は
、
機
械
等

の
賃
借
料
、
消
耗
品
、
燃

料
費
、
日
当
、
伐
採
樹
木

の
処
分
、
委
託
に
係
る
経

費
な
ど
で
す
。

補
助
率
は
、
費
用
の
３

分
の
２
以
内
の
額
、
又
は

伐
採
本
数
に
４
万
円
を
乗

じ
て
得
た
額
の
い
ず
れ
か

少
な
い
額
で
す
。

市
で
は
、
地
域
の
自
治

会
が
、
鳥
獣
の
移
動
経
路

や
潜
み
場
と
な
る
藪
・
雑

木
林
を
整
備
す
る
支
援
補

助
事
業
「
鳥
獣
緩
衝
帯
整

備
支
援
」
も
行
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
事
業
に
取
り

組
む
場
合
は
、
５
月
７
日

ま
で
、
市
・
環
境
政
策
課

（
電
話

-

０
１
６
０
）

35

に
相
談
し
、
正
式
な
補
助

金
申
請
の
手
続
き
は
、
後

日
案
内
す
る
と
し
て
い
ま

す
。鶴

岡
市
の
ク
マ
出
没
情

報
・
対
策
に
つ
い
て
は
こ

ち
ら
。


